
将棋(チェス)必勝法

完全攻略

(宇宙)



将棋(チェス)必勝法

名探偵が将棋の必勝法を伝授します。
相手がどんなに強い強いプロの名人でも、必ず勝てます。
同じ攻略法でチェスでも必ず勝てます。
ただし、心理戦を仕掛けるため、リアルで対局する必要があります。
圧倒的な強者に勝つにはどうしたらよいでしょうか？
(1) 盤外戦
自分を弱く見せて、相手を油断させます。
ですが、圧倒的な戦力差を覆すほどの効果は期待できません。

圧倒的な強者に勝つにはどうしたらよいでしょうか？

(1) 盤外戦

自分を弱く見せて、相手を油断させます。
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相手がどんなに強い強いプロの名人でも、必ず勝てます。 (チェスでも)

心理戦を仕掛けるため、リアルで対局する必要があります。
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(2) AI兵器を持ち込む
AIを使えば、人間を倒すことは容易です。
ただ、相手に気づかれないようにAI兵器を持ち込むのは困難です。
(3) 自軍が有利なフィールドで戦う
地形を上手く活用すれば、圧倒的な戦力差を覆すことも可能です。
砦を攻め落とすには、3倍の戦力が必要といわれています。
そこで、あらかじめ砦を築いて、罠を張っておきます。
その場所へ、心理戦で相手を誘導します。
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そこで、あらかじめ砦を築いて、罠を張っておきます。

その場所へ、心理戦で相手を誘導します。
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対局の直前に、貴方は、次の呪文を詠唱します。
「確認ですが、ハンデなし標準ルールの1回勝負でいいですね？」
貴方の手番が来たら、次の呪文を詠唱します。
「おまえはもう、王手されている。」
相手の王を奪い、その場所に自分の王を置きます。
「世界将棋連盟が定めるハンデなし標準ルールで認められている球面移動で勝利しました。」
大事な呪文なので、何度も唱えましょう。

対局の直前に、
「確認ですが、ハンデなし標準ルールの1回勝負でいいですね？」

貴方の手番が来たら、 「おまえはもう、王手されている。」

「世界将棋連盟が定めるハンデなし標準ルールで認められている
球面移動で勝利しました。」

相手の王を奪い、
その場所に自分の王を置きます。
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「日本将棋連盟ではハンデなし標準ルールというのを定めてませんが、世界将棋連盟では定めています。」
「疑うならウェブで検索してみてください。」
「ルールを事前に確認しましたよね？」
「盤は平面にように見えますが、球体だと見做せば両端は繋がっています。別名、宇宙将棋です。」
「王をバックさせて相手の王を取る戦術は、ルールで認められています。」
「ルールを確認しなかった貴方の負けです。言い訳は聞きたくありません。」
相手が戦闘不能になるまで詠唱を続ければ、貴方の完全勝利です。

「日本将棋連盟ではハンデなし標準ルールというのを定めてませんが、
世界将棋連盟では定めています。」

「疑うならウェブで検索してみてください。」

「盤は平面にように見えますが、球体だと見做せば両端は繋がっています。
別名、宇宙将棋です。」

「王をバックさせて相手の王を取る戦術は、ルールで認められています。」

「ルールを確認しなかった貴方の負けです。言い訳は聞きたくありません。」

(宇宙将棋)

球面移動



将棋(チェス)必勝法

事前に、「世界将棋連盟」を設立ておきましょう。
「ハンデなし標準ルール」を説明するウェブサイトを作っておきましょう。
誰か、実際に作ってくれると助かります。
日本の将棋の名人は、世界から見れば、井の中の蛙です。
日本には、年齢制限などのローカルルールがあり、そのルールでは強いというだけです。
プロで一番強い人が、日本で一番強いわけではありません。
アマチュアの大会なら、全員に参加資格があるため、優勝者が真の日本一です。
私は、圧倒的な戦力差があっても果敢に立ち向かう勇者を心から応援する者です。
以上です。

事前に、「世界将棋連盟」を設立ておきましょう。
「ハンデなし標準ルール」を説明するウェブサイトを作っておきましょう。

世界将棋連盟

日本将棋連盟

(年齢制限)

日本全体

(ローカルルール)

(国際ルール)

(制限なし)



お問い合わせ先

https://ultagi.org/

お問い合わせは、

こちらからお願いします。

https://ultagi.org/

